
はじめに

　現在、世界的に幼児教育の質が問われており、「幼児教育の質の向上について（中間報告）」（2020）にお

いても、子どもの発達や学び、実践の意図やねらいを言語化して、家庭・地域にも発信すること、研修の充

実等によって資質向上を図ることの重要性が指摘されている。保育者を対象とした調査においても、資質向

上のために必要なことについての回答の上位に「園内研修の内容の充実」が挙げられている（ベネッセ教育

総合研究所，2019）。

　そこで、筆者は保育の言語化を促進するために、省察を促進するＡＬＡＣＴモデル（Korthagen�et�al.,2001）

における「具体化を促す問い（８つの問い）」と保育プロセスの意識化を促進する視点ＳＯＡＰ（河邉，

2019ab）を取り入れた園内研修を実施した（中島，2023）。その成果と課題は以下の通りである。

�（成果）

　○�園内研修でエピソード記録を取り上げ、「取り上げた理由」「話し合いたいこと」も語ることは、保育

者の問題意識の明確化を促した。その日には十分に書けなかったこと、その後の子どもの姿や自分の保

育について考えて語る機会にもなった。自分の問題意識をふまえた話し合いの中で、自分が知らない子

どもの姿、自分にはない子どもの見方も知ることで、様々な気づきも得られた。

　○�保育を見ていない筆者からの質問に答えて語ることを繰り返す中で、子どもの姿や自分の保育について

第三者にも伝わるように言語化することの大切さを実感し、記録の書き方も他者に伝わりやすくなった。

　○�記録をもとに「子どもの姿（Ｓ）」「読み取り（О）」「保育者としての願い（Ａ）」「そのための環

境構成（Ｐ）」についてさらに語ることで、保育者としての意図や思いの言語化が促進された。「読み

取り（О）」について考える際には、ＡＬＡＣＴモデル（Korthagen�et�al.,2001）における「本質的な諸

相への気づき」に近づくための「具体化を促す問い」の活用も、子どもの視点から考えることを助けた。

　○�園内研修を重ねる中で、子どもの育ちや変化に着目して話し合うことが増え、保育者全員でその子ども

のことを見ていこうとする姿勢が強められた。

　○園内研修後のポートフォリオ記録作成は、保育者が継続的に自己評価の視点をもつことを助けた。

�（課題）

　○�「読み取り（О）」から「願い（Ａ）」「環境構成（Ｐ）」を具体的に考えて言語化することは難しく、

保育者自身も課題と捉えていた。今後もＳＯＡＰの視点を取り入れた記録を書き続け（河邉，2019b）、

その記録をもとにした園内研修も続けていくことが必要であると考えられた。

　○�記録に写真を活用することで、その場面の理解や「読み取り（О）」もしやすかったが、子どもに焦点

化された写真が多く、環境について考えるための記録としての写真の工夫も課題となった。

　以上の成果と課題をふまえ、本研究ではこの園内研修を引き続き実施し、保育の言語化を促進するための

園内研修の進め方についてさらに検討する。そして、園内研修に取り組む中で、保育者がどのように変容し

ていくのかを明らかにする。

ＳＯＡＰ記録を活用した園内研修による保育者の変容
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１．研究の目的

　本研究は、保育の言語化促進のために取り組んだ園内研修（中島，2023）の成果と課題をふまえて、引き続

きこの園内研修に取り組み、効果的な進め方についてさらに検討すること、園内研修に取り組む保育者がど

のように変容していくのかを明らかにすることを目的とする。

２．研究の方法

２－１　研究協力園

　協力園は前年度と同じ、３歳児クラス、４歳児クラス、５歳児クラス、各１クラスの私立幼稚園である（以

下Ｘ園とする）。園長はＸ園で担任保育者として保育経験があり、他園での保育経験も経てＸ園の園長とな

り、18 年目である。保育者は以下の５名であり、担任クラスは前年度と同じであった。

　３歳児クラス：主担任Ａ先生（保育経験４年目。前年度に初めて主担任となる。）

　　　　　　　　副担任Ｂ先生（保育経験 12 年目）

　４歳児クラス：主担任Ｃ先生（保育経験４年目。前年度に初めて主担任となる。）

　　　　　　　　副担任Ｄ先生（保育経験 22 年目。他クラスで特に支援が必要な子どもの保育も担当する。）

　５歳児クラス：主担任Ｅ先生（保育経験９年目）

２－２　園内研修の方法

　前年度と同様に、年間を通して園内研修を５回実施した（１回の所要時間は２時間半程度）。

　第１回から第４回は、保育者が取り上げたエピソード記録をもとに話し合いをした（表１参照）。

　第５回では、事前にレポートを作成した上で、園内研修の中での自分の変化や課題について語り合った。

表１　園内研修の流れ（第１回から第４回）

表２「具体化を促す問い（８つの問い）」とＳＯＡＰの視点
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　筆者は前年度の園内研修の課題もふまえて、以下の点を特に考慮するようにした。

①「読み取り（О）」から「願い（Ａ）」「環境構成（Ｐ）」を具体的に考えて言語化できるように

・�「読み取り（О）」をもとに「Ａ（願い）」を丁寧に語ってもらい、筆者が理解したことも言葉にして確

かめていく。その内容もふまえて「環境構成（Ｐ）」についてもさらに一緒に考えていく。

②園内研修と日々の保育が循環していくように

・�園内研修の始めに前回取り上げた記録と話し合いの内容、ポートフォリオ記録に書かれていたことを紹介

し、それまで考えてきたことや実践したこともふまえて取り組めるようにする。

・�それまでに取り上げた記録や話し合いの内容にも触れながら、話し合うようにする。

・�園内研修で考えたことをもとに環境構成をしてみたことで、どのような気づきがあったかも尋ねる。

③記録の写真について工夫できる点を考えられるように

・�遊びや環境構成について考えるためにどのように記録するとよいか、一緒に考えていく。

２－３　考察の方法

　園内研修で取り上げられた記録、園内研修での話し合いの記録、ポートフォリオ記録、次年度に実施した

保育者へのインタビュー記録をもとに、保育の言語化促進のために効果的な園内研修の進め方について考察

する。園内研修に取り組む中での保育者の変容についても考察する。

　なお、本研究については、本学の学内委員会で倫理審査を受けて承認を得ている。

３．園内研修の実際

　園内研修の実際について、同じ子どもを取り上げることが多かった３歳児クラス担任保育者Ａ先生、Ｂ先

生の記録をもとにした話し合いを中心にまとめ、保育の言語化促進のために効果的な園内研修の進め方と、

園内研修に取り組む中での保育者の変容について考察する。

３－１　第１回園内研修（５月）

　Ａ先生は、赤ちゃん人形を本当の赤ちゃんのようにかわいがって世話をするＡ男の姿を取り上げ、この人

形での遊びが充実するにはどのような物を取り入れるとよいか聞きたいと語った（【事例１】）。「願い」にあ

る「愛着を持って大切にぽぽちゃんを扱ってほしい」について補足してもらうと、Ａ先生はぽぽちゃんをか

わいながら友達とも一緒にごっこ遊びを楽しんだり、違う遊びに発展していってほしいと語った（下線部）。

他の保育者もＡ先生の「願い」を一緒に理解するために質問し、Ａ先生はその質問に答えながらさらに考え

ていた（下線部）。筆者はＡ先生に今語った願いをもとに環境を考え、子どもの姿からさらに考えていくと

よいのではないかと伝えた（下線部）。

　Ｂ先生は、絵の具で絵を描いた時に「すごいねー」と言いながら楽しむＢ男の姿を取り上げた（【事例２】）。

そして、Ｄ先生からＢ男の日頃の姿について尋ねられると、「設定保育的な場面」では「やりたくない」と

言うことがあるが、この日は朝から用意した物に興味を示し、すぐ描き始めたことから、「こういうことが

すきなんだなって発見」があり、「自由っていうところが彼には合ったのかな」と語った（下線部）。

　「環境構成」には「来月も同じように活動をやってみて」と書かれていた（下線部）。また、外遊びの環境に造

形コーナーを設けることにも触れ、Ｂ男の姿からどのような「読み取り」ができるかを聞きたいと語っていた。

そこで、筆者はＢ男がどのような楽しさを味わっていると読み取るかで、願いや環境構成も違ってくること

を確認し、他の保育者にも語ってもらった。その中で、Ｄ先生から子どもが興味をもつ環境を構成し、その

環境構成を続けて子どもの姿の変化を見ていくと面白いのではないかという案が出た（下線部）。この案も

ふまえ、筆者もＢ男がやりたい時に取り組める環境を用意し、自分からどのように取り組むかを見てみると

表３　ポートフォリオ用紙の様式
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よいのではないかと伝えた。記録に写真を活用しているので、その環境を記録していくことも提案した（下

線部）。

 【事例１】　第１回園内研修から（３歳児クラス担任Ａ先生の記録をもとにした話し合い）

 【事例２】第１回園内研修から（３歳児クラス担任Ｂ先生の記録をもとにした話し合い）
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３－２　第２回園内研修（７月）

　第２回でも、Ａ先生は室内での遊び、Ｂ先生はクラスの活動の中での子どもの姿を取り上げたが、４歳児

クラス、５歳児クラスの保育者は、生き物と関わる子どもの姿を取り上げた。４歳児クラスＣ先生は、ダン

ゴムシの赤ちゃんが生まれたことを発見し、虫眼鏡で一生懸命見ながら「（みんなで見た）絵本の通りだっ

たね」と喜ぶ子どもの姿を取り上げ、「育てた中で発見したことをみんなに教えてあげてほしい」と語った。

そのため、飼育している虫をクラスのみんなでよく見ることができる環境づくりについて話し合った。

　５歳児クラスＥ先生は、サナギが蝶になる瞬間を見て心が動き、飛び立つまで関心をもって見届ける子ど

もの姿を取り上げ、「命について改めて考え、大切さを感じてほしい」ので、子どもたちと命について考え

た体験を聞いてみたいと語った。そこで、他の保育者が自分の体験を話していった。

　その話を聞く中で、Ｂ先生は「私、振り返ってみると、（一人で担任したクラスでは）飼ったことない」「な

んで飼うってならなかったんだろう」と語った。他の保育者の話を聞きながら自分の保育についても振り返

り、Ｂ先生の中に生まれた問いを聞いて、筆者は「貴重な問いですね」と応えた。

３－３　第３回園内研修（11 月）

　Ｂ先生は、砂場で樋に水を流し、様々なことを考え試して遊ぶＡ男の姿を取り上げた（【事例３】）。そ

して、同じように水を流す場面を見たというＡ先生の話を聞いて「ほんとね」と感心し、「見るポイントが

すごいな」と思ってこの記録を書いたと語った（下線部）。「環境構成」には、ここでは「偶然トンネルのよ

うになった」が、「次にそういう場面があった時」には「試しながら実現していく体験」ができるように「樋

が傾くのに使えそうなものを近くに置いておく」と考えていた（下線部）。そして、実際に用意した椅子と

机を使って、Ａ男がＣ男と一緒に樋に水が流れるように工夫して遊ぶ姿を捉えていた（下線部）。

 【事例３】第３回園内研修から（３歳児クラス担任Ｂ先生の記録をもとにした話し合い）
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　第１回園内研修の記録には、「来月も同じように活動をやってみて」「様子を見ていきたい」と書いてあっ

た（【事例２】下線部）。しかし、ここでは樋を使って水を流すＡ男の姿から読み取ったことをもとに「願い」

が生まれ、具体的な環境を用意してみて、そこで遊ぶＡ男の姿をさらに見ようとしていることがわかる。

　この頃には、他の保育者からも「偶然」「きっかけ」という言葉がよく出てくるようになった。筆者は園

内研修の最後にそのことにも触れ、子どもが面白いと思っていることを捉えていること、子どもの成長や経

験のつながりも語っていることに保育者の変化を感じたことを伝えた。保育者同士で言葉をつないで話し合

うことも増え（下線部）、さらに互いの話を聞きながら考え合うようになったことの表れと考えられた。

３－４　第４回園内研修（２月）

　Ｂ先生は、自分が作った物を持って「これ飾りたい」と言いに来たＣ男の姿を取り上げた（【事例４】）。

Ｂ先生はＣ男の思いに応えて、大きなダンボール箱の側面を切って平面にしたものを壁に貼った。そして、

Ｃ男が作った物をそこに貼り、さらに作った物を貼ったり絵を描いたりする姿、そこに加わったＥ男とこの

遊びを楽しみ、「町」を作る姿も見守っていた。Ｂ先生はそれまでの園内研修をもとに、Ｃ男の遊びが「進

んでいく様子が視覚的に」わかるようにという思いから、この環境を用意したと語った（下線部）。

　Ｃ男とＥ男は園内研修当日もこの遊びをしていた。Ｂ先生は、Ｃ男が「ハンコ」を作り、「ハンコ」を押

したら入れると言っていたとも語っていた。このＣ男の姿もふまえ、参加する子どもが増えると、遊びが変

化して面白いかも知れない、クラスのみんなに紹介してみるのもよいかも知れないと話し合った（下線部）。

 【事例４】第４回園内研修から（３歳児クラス担任Ｂ先生の記録をもとにした話し合い）　
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　Ａ先生は、できることも諦めたり、口調も強かったＤ男が最近変わってきたと感じており、困った時にす

ぐ周りに助けを求めた姿、それにすぐＣ男が応えた姿が「素敵」だと思った場面を取り上げた（【事例５】）。

そして、子どもがこのブロック遊びのどんなところに魅力を感じていると考えるかを聞きたいと語った。

　Ｄ男には「武器」を作っている印象があったというＤ先生に、Ａ先生は最近は高く、長くすることしてい

る様子を語った。話し合いの中で、Ａ先生が聞きたいと語ったこのブロックの魅力について、他の保育者は

子どもの側から考えたことを語っていた（下線部）。

　この日の園内研修に参加して、話し合いを聞いていた園長は、この機会に３・４歳児クラスにあるブロッ

クで子どもたちがどのように遊んでいるのか、十分に楽しめていると言えるのか等、気づきがあれば聞きた

いと尋ねた。そこで、３・４歳児クラスにあるブロックだけでなく、５歳児クラスにあるブロック、預かり

保育の部屋にあるブロック等、具体的に挙げながら、そのブロックの特徴と子どもの遊び方について振り返

り、一緒に考えていった。このことは、子どもが遊ぶ姿をもとに保育環境について改めてみんなで考え合う

貴重な体験となった。

　園長は、事前に記録を読んでＤ男に対する自分の印象との違いを感じ、Ａ先生と話をすると、自分の考え

をきちんと言葉にして伝えてくれて納得でき、随分言葉して伝えられるようになったと思ったとも語ってい

た。その体験をふまえて、Ａ先生はこの日「取り上げた理由」を丁寧に語っていた（下線部）。

 【事例５】第４回園内研修から（３歳児クラス担任Ａ先生の記録をもとにした話し合い）
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３－５　第５回園内研修（３月）

　第５回では、二年間の園内研修について振り返り、事前に作成したレポートをもとに、自分の変化や課題

について語ってもらった。また、園内研修で考えたことをもとに、実際に環境を構成してみるとどのような

子どもの姿が見られたかについても筆者が尋ね、語ってもらった。

　その内容の一部について、Ａ先生とＢ先生が語ったことを中心にまとめる。

３－５－１　二年間の園内研修を振り返って

�（Ａ先生）

○�初めは、こういう意見で合っているか、間違ったことを言ってないかとためらいがあったが、話しやすい

雰囲気だったので、回数を重ねるうちに、自分の思いを話すことが楽しくなった。他の先生の意見を聞き、

こんな見方があるんだと発見するのも楽しいと思えるようになった。

○今後は、普段の保育も語り合えるようにし、自分も積極的に発言していきたい。

○�アドバイスをもらい、試して、その後どうだったのかを自分から伝えるというサイクルを意識して実践

　したい。適切な言葉で分かりやすく伝える力も身につけたい。

�（Ｂ先生）

○改めて環境の重要性を感じた。その日の子どもの姿だけではなく、その前後の姿も含めて、どういう

　学びをしているのかを読み取って考えるようにもなった。

○筆者から質問されて答えたり、他の先生達からも意見をもらうことで、自分では見てなかった子ども

　の姿や自分が思ってもいなかったことを知り、もう少し深く読み取っていこうと思うようになった。

○今後の研修でも、みんなが自分の意見を言いやすい雰囲気を作り、話を交わすことで、色々なことを

　知ったり、色んな人の考え方に触れられるようにしたい。

○聞くことで相手もまた振り返ってみたり、具体的に知らせてくれたりして意思疎通ができていくの

　で、話を聞いて分からないことはすぐに質問していきたい。

○継続的に一人の子どもを追ったり、一つの環境についてどうしていくとよいかを考えることもしたい。

�（他の保育者から）

○学んだことを実践に移すことが十分にできていなかった。今後は実際に環境を変えて確かめていきたい。

○その後のことを話す時間があまり取れていないので、時間を設けて共有できるようにしたい。

３－５－２　園内研修後の保育と子どもの姿

�（Ａ先生：Ａ男の記録をもとに考えた赤ちゃん人形やごっこ遊びについて：【事例１】）

○�２体あるうちの１体の人形の髪を結び、ピンでとめると、「こっちの方がかわいい」と人気だった。Ａ先

生が人形の髪を結ぶのを見て、自分もやりたいという子どももいた。この人形が大すきで、新聞紙のお風

呂に入れたりして、ずっとお世話をしている子どももいた。

○Ａ男は次第に廃材で遊ぶことが多くなり、やりたいことが変わってきた。

�（Ｂ先生：Ｃ男の記録をもとに考えた「町」を作る遊びについて：【事例５】）

○�この記録を取り上げた園内研修の日にＣ男が「ハンコ」を作ったが、それがいつの間にか３つになり、３

つの椅子に置かれていた。本人に聞くと「わかりやすいから」と言っていた。しかし、その後も他の子ど

もは参加しなかった。

　（�Ｄ先生は「わかりやすくってことは、来てほしかったのかね」と尋ね、筆者も「やってもいいって場所

をわざわざ作るってことは、どうなんだろう」と尋ね、Ｂ先生がどのように考えていたか語ってもらった。）

○�「ハンコ」を用意したことが、他の人も「ウェルカム」ということなのか、Ｅ君と二人でやるための道具

の一つなのかわからなかったが、二人の世界を楽しむにはそれでよいのかなと思っていた。

　（�その話を聞き、筆者はＣ男が「ハンコ」を作ったことをどのように読み取るかで、援助がまだ違ってき

たのではないかと伝えた。）

３－５－３　今後の方向性

　保育者の話を聞き、筆者は最後に今後の方向性の例として、以下のことを伝えた。

○時間的余裕がない日々の保育の中で、どのように考え合う時間を作るかを考えていく。
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○�記録に写真を活用しているので、遊びや環境についても記録すると、その変化も確認できる。子どもの姿

を写真に撮る際に、少し引いたところから周りの環境も含めて撮るとどうか。

　�そして、保育後にその中から一枚でも紹介すると、遊びや環境についても考え合うことをしやすいのでは

ないか。特に外遊びの環境は、互いに見ていることも多いので、話しやすいのではないか。

○�一人一人の子どもについて「読み取り」をして語る力は確実についているので、今後は遊びの環境につい

てさらに考え、子どもたちの興味を捉えてどのような環境を作るかを考えること、その環境の中での子ど

もの姿をもとにさらに考えていくことを大切にするとよいのではないか。

３－６　次年度に実施したインタビュー

　この園内研修を実施した次年度の１学期後半（７月）に、保育者へのインタビューを個別に実施した（所

要時間は 30 分程度）。その中で、子どもの「素敵だな」「いいな」と思った姿や、子どもの姿をもとに環境

構成をして、子どもがより楽しく遊んでいた、子どもの姿に変化があった、よかった、と実感した場面につ

いて語られたこと（一部）を以下にまとめる。

　また、Ｂ先生はインタビューの最後に、Ｃ男が遊びの中で「ハンコ」を作った時に「わかりやすいから」

と言ったことについての自分の捉え方が、Ｄ先生や筆者の捉え方とは違っていたことにも触れた。そして、

自分でもう少し深くＣ男の内面を理解すると、遊びが変わっていたのかなと少し後悔があると語り、意見を

もらって、そういう見方もあるのだと一番感じた機会で、すごく良い時間だったと語っていた。

４．本研究の成果と課題

　

　前年度に取り組んだ園内研修の課題もふまえて特に考慮した点を中心に、本研究の成果と課題をまとめる。

①「読み取り（О）」から「願い（Ａ）」「環境構成（Ｐ）」を具体的に考えて言語化できるように、「Ａ

（願い）」について記録に書いたことをもとにさらに丁寧に語ってもらい、筆者が理解したことも言葉にし

て確かめ、その内容もふまえて「環境構成（Ｐ）」についてさらに一緒に考えていった。その中で、自分の

「願い」がより明確になり、「環境構成」についても具体的に考えられるようになっていった（【事例１】）。

　保育者同士で質問し合うこと、理解したことを確かめることも増えていった。話し合いに参加していた園

�【Ａ先生（引き続き３歳児クラス担任）】

�（�子どもの姿をもとに環境を用意して、子どもがより楽しく遊んでいた、子どもの姿に変化があった、

よかった、と実感した場面）

○�ある男児がブロックで遊んでいたことから、ブロックで何かみんなで作ろうということになり、お城

を作ったが、高く積み上げていくと、ポキッと折れたりして、なかなか完成しなかった。積み上げる

ことがすごく楽しかったようなので、それを何か別のことでできないかと思い、廃材を積み上げるゲー

ムをしてみた。すると、いつもはこのような遊びに一緒に参加しないことが多い子どもも含め、みん

なとても楽しんでいた。

○�ドキュメンテーションについての本を読み、子どもたちの遊びを写真で記録し、保育室に掲示してみ

ると、写真を見ながら「こうやって作ってたよね」と言って作る子どもの姿が見られた。このような

記録を子どもが見ることは、すごく意味があると感じた。

�【Ｂ先生（次年度は５歳児クラス担任）】

�（子どもたちの「素敵だな」「いいな」と思った姿）

○�生き物を捕まえようとしていた男児たちがカナヘビを捕まえ、相談して飼育することになると、毎日

積極的に水替えをしていた。やはり、こちらが何をするのではなく、生き物がそこにいるだけで、子

どもたちが責任感を持っていろいろな行動を起こしたりする。

○生き物の話をすると、それまであまり話さなかった子どもも含め、集まりでの発言が活発になった。

○�カナヘビが好きな気持ちが高まっていたので、絵も描いてみると、カナヘビの特徴をよく捉えて描い

ていた。生活に密なことは、表現をどんどんしていく姿がすごくあると改めて感じた。
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長による問いについて話し合うことも、保育の本質的なことについて改めて考え合う機会になった。

　園内研修の中で、子どもの捉え方について他者との違いに気づいたことがよい経験だったと語る保育者もい

た（次年度実施のインタビューでのＢ先生）。この保育者は、他の保育者の問題意識にそった話し合いの中で、

直接的な「具体化を促す問い」がなくても自分の保育について振り返り、そのことが「本質的な諸相への気

づき」に至るきっかけにもなっていた（第２回園内研修でのＢ先生）。そのことは、次年度の保育にもいか

されていることが窺えた（カナヘビをクラスで飼育することでの保育と子どもの変化）。

②園内研修と日々の保育が循環していくように

　園内研修をもとに実際に環境構成をして、子どもの姿をもとにさらに考えること、その内容を保育者同士

で共有する時間の確保が課題となった。短時間でも継続して取り組める内容と方法を考える必要がある。

③記録の写真について工夫できる点を考えられるように

　今回の園内研修でも十分な話し合いはできなかったが、一つの方法として、遊びや環境の記録としても写

真を撮り、検討していくこと、そのために記録に活用する写真を撮る際に、少し引いてそこでの環境も含め

て撮ることを提案した。この成果を確かめるまでには至らなかったが、次年度に子どもたちの遊びを継続的

に写真でも記録してドキュメンテ―ションを作成し、このことが子どもが自分の遊びに取り組む上でも意味

があると実感した保育者もいた（次年度実施のインタビューでのＡ先生）。

おわりに

　今後は本研究の成果と課題をふまえて、より多くの園でも取り組みやすく、保育の言語化促進が期待でき

る園内研修の進め方についてさらに検討し、他園でも実際に取り組んでいきたい。
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